
各実証候補地点の評価

評価項目

福島市① 福島市② 郡山市① 郡山市② 浪江町

上鳥渡地区 李平地区 熱海町・片平町 西田町 棚塩・請戸地区

① 用地の状況 × × × × ○

② インフラの状況 △ × ○ △ △

③ システム間の距離 ○ ○ △ ○ ○

④ 費用 △ △ △ △ ○

項目 視点

① 用地の状況

○ 水素システムに関し、平成３０年央までの間で可能な限り早期に着工できること

○ 太陽光発電に関し、平成２９年９月から設計開始できること

面積、高低差、地盤強度、各種支障に係る技術的要件を満たす用地提供の準備が整っている、又は、
その予算措置がなされ、具体的な目処がついていること

② インフラの状況 ○ 技術的要件を満たす道路、水道、電力が整備されている、又は、必要な時期までに整備される予定があること

③ システム間の距離 ○ 水素システムと太陽光発電システムが可能な限り近いこと

④ 費用 ○ 用地の確保・利用に要する費用が可能な限り低廉であること

【評価の視点（再掲）】
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再生可能エネルギー由来水素プロジェクトについて

プロジェクトの概要

○ 本事業は、再生可能エネルギーを用いて大規模に水素製造を行い、更に輸送・貯蔵技術と組み合わせ、水素を有
効活用するためのシステムの構築について、福島県内において実証を行い、2020 年までに運転を開始するもの。

○ 現在、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）が公募した「水素社会構築技術開発事
業／水素エネルギーシステム技術開発」の採択を受け、(株)東芝、東北電力(株)、岩谷産業(株)が事業を実施中。

※ 再生可能エネルギー由来水素
プロジェクト検討ＷＧ資料より引用水素システムレイアウト（イメージ）
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